
3233 重要な語句と表現

　
基
本
的
な
使
い
分
け
は
次
の
通
り
。

句
法

用
法

訳
し
方
の
例

1 

不

動
作
・
状
態
の
否
定
。

～
し
な
い
／
～
で
な
い

2 

非

事
実
の
否
定
。

～
で
は
な
い

3 

無

所
有
・
存
在
の
否
定
。

～
が
な
い
／
～
を
持
っ
て
い
な
い

「
3
無
～
」
は
動
作
を
否
定
す
る
場
合
も
あ
り
、
そ
の
と
き
は
「
無
」
に
よ
っ

て
否
定
さ
れ
る
語
を
「
連
体
形
（
＋
こ
と
）」
の
形
で
体
言
化
し
て
読
む
。

　「
1
不
」
は
打
消
の
助
動
詞
「
ず
」
と
し
て
訓
読
す
る
。
訓
読
文
で
直
前

に
接
続
す
る
語
は
、
未
然
形
に
活
用
す
る
。

基
本
形

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

不

ず

ずざ
ラ

ずざ
リ

ず

ぬざ
ル

ねざ
レ

ざ
レ

＊
薄
字
で
示
し
た
活
用
形
は
、
漢
文
訓
読
で
は
あ
ま
り
用
い
な
い
。

　「
2
非
」
は
複
合
語
「
あ
ら
ず
」
と
し
て
訓
読
す
る
。「
あ
ら
ず
」
は
ラ
変

動
詞
「
あ
り
」
の
未
然
形
「
あ
ら
」
＋
打
消
の
助
動
詞
「
ず
」
で
あ
る
た
め
、

「
ず
」
以
降
の
活
用
は
右
表
に
準
じ
る
。

　「
3
無
」
は
形
容
詞
「
な
し
」
と
し
て
訓
読
す
る
。

基
本
形

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

無

な
シ

な
ク

な
カ
ラ

な
ク

な
カ
リ

な
シ

な
キ

な
カ
ル
な
ケ
レ

な
カ
レ

＊
薄
字
で
示
し
た
活
用
形
は
、
漢
文
訓
読
で
は
あ
ま
り
用
い
な
い
。

五
　穀
　無シ

　実ル
コ
ト。�

礼
記

▼
五ご

穀こ
く

実み
の

る
こ
と
無な

し
。

　
　▽▽
穀
物
が
実
る
こ
と
が
な
い
。

＊
「
こ
と
」
を
省
略
し
て
「
五
穀
実
る
無
し
」
と
訓
読
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
。
訳
し
方
は
そ
の
場
合
も
同
じ
。

f

不
　～

▼ （
～
せ
）
ず不

。

▽▽ （
～
し
）
な
い
。

例文

夫
　子
　不
　答ヘ

。�

孔
子
家
語

▼�

夫ふ
う

子し

答こ
た

へ
ず
。

▽▽�

先
生
は
答
え
な
い
。

（
弗
）2

1
（
セ
）

f

1

非
　～

▼ 

～
に
非あ

ら

ず
。

▽▽ 

～
で
は
な
い
。

例文

人ハ

　非ズ

　木
　石ニ

。�

宋
書

▼�

人ひ
と

は
木ぼ

く

石せ
き

に
非あ
ら

ず
。

▽▽�

人
は
木
や
石
で
は
な
い
。

ズ2

ニ1
2

1

2

無
　～

▼ 
～
無な

し
。

▽▽ 
～
が
な
い
。

例文

吾
　無シ

　罪
。�

史
記

▼�

吾わ
れ�

罪つ
み

無な

し
。

▽▽�

私
に
は
罪
が
な
い
。

（
莫
） シ2

1
f

3
1

　次
の
各
文
を
書
き
下
し
文
に
し
な
さ
い
。

⑴
　寡
　人
　不ル
　知ラ
　也な

り
。
＊
寡
人
…
私
。�

列
女
伝

f

⑵
　王
　弗
　聴カ
。
＊
聴
…
聞
き
入
れ
る
。�

史
記

f

2

　次
の
各
文
を
口
語
訳
し
な
さ
い
。

⑴
　富
　貴ハ
　非ズ

　吾ガ
　願ヒ

ニ。
＊
富
貴
…
財
産
と
地
位
。�

陶
淵
明
「
帰
去
来
辞
」

2
1

⑵
　群
　臣
　莫な

シ
　知ル
　其ノ
　故ゆ

ゑ
ヲ。

＊
群
臣
…
臣
下
た
ち
。
故
…
理
由
。�

漢
書

f
2

1

⑶
　廷ニ
　無シ
　忠
　臣
。
＊
廷
…
朝
廷
。�

六
韜

2
1

⑶
　席
　不ン

バ
　正シ

カ
ラ、
不

　坐ざ
セ
。�

論
語

　＊
席
…
座
席
。
正
…
整
っ
て
い
る
。
坐
…
座
る
。

f
f

練
習
問
題

否
定
の
基
本
形

句
法

否
定

不
～

無
～

非
～

否
定
表
現
の
使
い
分
け

指

南

不
・
非
・
無
の
訓
読
で
の
活
用

指

南

例文

2829 訓読の基本

漢
詩
の
規
則

漢
詩

近
体
詩

古
体
詩

絶
句

律
詩

押
韻

対
句

　漢
詩
は
、
一
句
の
字
数
や
一
首
の
句
数
な
ど
に
よ
っ
て
い
く
つ
か
の

詩
型
に
分
け
ら
れ
る
。

1 

漢
詩
の
種
類

詩
型

一
句
の

字
数

一
首
の

句
数

近
きん

体
たい

詩
し

絶ぜ
っ

句く

五ご

言ご
ん

絶ぜ
っ

句く

五

四

七し
ち

言ご
ん

絶ぜ
っ

句く

七

四

律り
っ
詩し

五ご

言ご
ん

律り
っ

詩し

五

八

七し
ち

言ご
ん

律り
っ

詩し

七

八

古
こ

体
たい

詩
し

古こ

詩し

四し

言ご
ん

古こ

詩し

四

不定

五ご

言ご
ん

古こ

詩し

五

七し
ち

言ご
ん

古こ

詩し

七

近
体
詩

　唐
代
（
六一八～
九〇七）
に
成
立
し
た
詩
の
形
式
。

古
体
詩

　近
体
詩
が
成
立
す
る
前
か
ら
作
ら
れ
て
い
た
詩
の
形
式
。

一
句
の
字
数

　句
（
フ
レ
ー
ズ
）
ご
と
の
字
数
を
「
言ご
ん
」
で
数
え
る
。

例
一
句
が
五
字
の
場
合
…
五ご

言ご
ん

絶
句

　近
体
詩
の
う
ち
、
一
首
が
四
句
か
ら
成
る
も
の
。

律
詩

　近
体
詩
の
う
ち
、
一
首
が
八
句
か
ら
成
る
も
の
。

（
詩
題
）
登

　鸛

　鵲

　楼

（
作
者
）
王
之
渙

　
❶
　
❷
　
❸
　
❹
　
❺

１
白

　日

　依

　山

　尽

２
黄

　河

　入

　海

　流

３
欲

　窮

　千

　里

　目

４
更

　上

　一

　層

　楼

五
言
絶
句
の
例

一句の字数（五言）

一
首
の
句
数
（
四
句
）

　絶
句
は
、
起き

句く

・
承
し
ょ
う

句く

・
転て
ん

句く

・
結け
っ

句く

の
四
句
（
起き

承し
ょ
う

転て
ん

結け
つ
の
構
成
）

か
ら
成
る
。

2 

近
体
詩
の
構
成
と
平
仄

　律
詩
は
、
首し
ゅ

聯れ
ん
・
頷が
ん

聯れ
ん
・
頸け
い

聯れ
ん
・
尾び

聯れ
ん

の
四
つ
の
聯れ
ん
（
二
句
の
組
）

か
ら
成
る
。
中
間
の
頷
聯
・
頸
聯
は
対つ
い

句く

（
後
述
）
と
す
る
の
が
原
則

で
、
残
り
の
首
聯
・
尾
聯
も
対
句
と
す
る
場
合
が
あ
る
。

　近
体
詩
に
は
、音
声
上
の
厳
密
な
規
則
（
平
ひ
ょ
う

仄そ
く
の
き
ま
り
）
が
あ
る
。

平
仄
は
古
い
中
国
語
で
詩
を
読
ん
だ
と
き
の
音
調
を
整
え
る
た
め
の
き

ま
り
で
あ
り
、
訓
読
（
日
本
語
）
で
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　句
末
の
音
の
響
き
を
揃
え
る
技
法
を
押お
う

韻い
ん
（
韻い

ん

を
踏ふ

む
）
と
い
う
。

押
韻
は
原
則
と
し
て
偶
数
句
末
で
行
う
。
さ
ら
に
、
近
体
詩
（
絶
句
・

律
詩
）
で
は
一
句
目
の
末
に
も
押
韻
す
る
こ
と
が
あ
る
。

3 

押
韻

　隣
り
あ
っ
た
二
句
（
聯
）
で
、
文
法
的
・
意
味
的
に
対
応
す
る
語
句

を
用
い
る
修
辞
を
対つ
い

句く

と
い
う
。
律
詩
の
頷が

ん

聯れ
ん

・
頸け

い

聯れ
ん

は
原
則
と
し
て

対
句
を
用
い
る
。

4 

対
句

漢
詩
の
ポ
イ
ン
ト

指

南

起
句

う
た
い
起
こ
す
。

承
句

起
句
を
承
け
る
。

転
句

視
点
を
転
じ
る
。

結
句

全
体
を
う
け
て
結
ぶ
。

五言絶句の構成

１ 

□
　□
　□
　□
　□
　…
起
句

２ 

□
　□
　□
　□
　□
　…
承
句

３ 

□
　□
　□
　□
　□
　…
転
句

４ 

□
　□
　□
　□
　□
　…
結
句

五言律詩の構成

１ 

□
　□
　□
　□
　□

　　２ 

□
　□
　□
　□
　□
　…
首
聯

３ 

□
　□
　□
　□
　□

　　４ 

□
　□
　□
　□
　□
　…
頷
聯

５ 

□
　□
　□
　□
　□

　　６ 

□
　□
　□
　□
　□
　…
頸
聯

７ 

□
　□
　□
　□
　□

　　８ 

□
　□
　□
　□
　□
　…
尾
聯

原則として
対句

押韻の例

山関
サン（san）カン（kan）

近体詩の押韻
１ 

□
　□
　□
　□
　○

２ 

□
　□
　□
　□
　◎

３ 

□
　□
　□
　□
　×

４ 

□
　□
　□
　□
　◎

○
…
一
句
目
の
末

　
・
押
韻
す
る
こ
と
が
あ
る
。

◎
…
偶
数
句
末

　
・
押
韻
す
る
。

×
…
奇
数
句
末
（
三
句
目
以
降
）

　
・
押
韻
し
な
い
。

＊
一
句
目
の
末
…
五
言
で
は
押
韻
せ
ず
、
七
言
で
は
押

韻
す
る
の
が
原
則
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
例
外
も
あ
る
。

■
漢
詩
の
作
者

　
中
国
で
は
、
漢
詩
は
成
人
男
性
の
教
養
と
さ
れ
、
官
吏
の
登
用
試
験
（
科

挙
）
で
も
作
詩
が
課
さ
れ
た
。
今
に
伝
わ
る
漢
詩
は
官
吏
と
し
て
務
め
た
男

性
が
作
っ
た
も
の
が
多
く
、政
治
的
な
志
も
う
た
わ
れ
る
。
日
本
の
和
歌
が
、

女
性
の
作
者
に
よ
る
作
品
や
、
恋
愛
を
う
た
っ
た
作
品
を
多
く
含
む
の
と
は

対
照
的
で
あ
る
。

■
二
字
と
三
字
の
リ
ズ
ム

　
五
言
の
詩
は
「
二
字
／
三
字
」、
七
言
の
詩
は
「
二
字
／
二
字
／
三
字
」

で
意
味
的
に
区
切
れ
る
こ
と
が
多
い
。

■
対
句
を
構
成
す
る
語
句

　
対
句
で
は
、
色
・
数
・
方
角
に
関
す
る
語
句
や
、
擬
音
語
・
擬
態
語
を
対

に
し
て
用
い
る
こ
と
が
多
い
。

色

白
　黄

紅
　黒

数

一
　三

千
　万

方角

東
　西

南
　北
擬音語
擬態語

蕭
　蕭

滾
　滾

（
風
や
葉
の
鳴

る
様
子
）

（
水
の
湧
き
出

る
様
子
）

一

　杯

　一

　杯

　復

　一

　杯�

李
白
「
山
中
対
酌
」

対句の例

白

　日

　依リ
テ

　山ニ

　尽キ

黄

　河

　入リ
テ

　海ニ

　流ル

ff

動
詞

動
詞

名
詞

（
色
・
自
然
）

名
詞

（
自
然
）

▽
白
く
輝
く
太
陽
は
山
に
寄

り
か
か
る
よ
う
に
沈
み
、
黄

河
は
海
に
向
か
っ
て
流
れ
入

る
。

※各書籍編集中のため、内容は変更される可能性があります。

限られた学習時間で必須の句法・語句を押さえる
精選型漢文テキスト
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● 付属 CD-ROM は「漢文ツール かりがね」に対応

見開き内に掲載された
書き込み式の問題演習
により、本書単独でテ
ンポよく学習が完結。

入試に「出た事項」で
はなく、「正解を導く
要因となった事項」
87項目を厳選。

授業の補助資料として
役立つ「漢詩の規則」
「故事成語」も掲載。

重要な語句と表現編

漢詩の規則

「指南」コーナーで重要
知識を解説。共通テス
トの漢文対策は万全。

指

南
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